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大切にしてきた「従業員への思いやり」
　　　　　　　次世代への事業承継に向けて事業に邁進
　市原市北部に本社を構え、建設機械や重量物などの輸送を中心に事業を展開する㈲養老陸運。夫である創業者（現・会長）と同社の
次世代を担う後継者の息子（現・専務取締役）との中継ぎ役として、鈴木玉枝代表取締役が平成30年に同社の社長に就任した。
　コロナ禍に直面し、厳しい経営状況下にあっても、鈴木社長は会長と二人三脚で長年事業を守り抜いてきた。鈴木社長は、従業員と
ともに成長してきた同社を次世代に引き継ぐべく、同社を支えてきた多くの従業員とともに奮闘を続けている。

　㈲養老陸運は、鈴木玉枝社長の夫である鈴木直幸氏（現・会長）によっ
て、昭和55年に設立された運送会社である。鈴木会長の出身地の千
葉県夷隅郡大多喜町で運転免許を取得し、平成元年に茨城県から市原
市内に本社を移転した後、数回にわたり同市内で本社移転を繰り返し
た。なお、市原市内に移転した当初は、H鋼やコイルの輸送などを手
がけていたという。
　なお、現在同社が本社を構えている市原市北部の能満に移転したの
は、今から十年ほど前のことである。現在地移転の少し前から、同社
では建設機械や重量物の輸送なども手がけるようになり、現在ではこ
れらを中心に、多彩な輸送を幅広く展開している。現在同社では、本
社営業所と木更津営業所（木更津市）の２拠点を構えるほか、本社営
業所の隣に修理工場「ブルーメンテナンス」を設け、自社車両などの
整備を行っている。
　同社の輸送範囲は北海道から九州までと全国にわたっており、長距
離輸送を主体としている。一方で、同社にはベテランドライバーが多
く在籍しており、ドライバーの平均年齢は60歳に達しているという。
そのような状況下で、事故を未然に防ぐという観点から、同社では「ド
ライバーの健康」を何よりも大事にしていると、鈴木社長は語る。
　同社では、運行管理者が市原市保健センターの担当医師を小まめに
訪ね、年２回実施する健康診断の結果をもとに相談を重ねている。担
当医師からの意見を聞いた上で、有所見者に対するアフターフォロー
の継続的な実施など、適切な対応を取っている。
　同社では、市原市保健センターとの連携体制を活かし、病気の早期
発見・治療に繋げた事例もある。これまでに同社では、がんを患った
ドライバーが複数人いた。しかし、早期発見・治療のおかげでそのう
ちの３人ががんを克服し、現在もドライバーとして乗務を続けている
という。
　つい最近までは、がんを患ったら仕事を辞め、入院しながら治療を
受けるというのが一般的であった。しかし、医学の進歩に伴い、現在
では仕事を持ちながら通院し、がん治療を受ける人も少なくない。ただ、

■事業継続に欠かせない「従業員の健康管理」
　　　　　「治療と仕事の両立」への対策も進める

治療と仕事を両立していくためには、会社が治
療中の従業員の状況を把握し、従業員の思いを
理解した上で、治療中の従業員にとって働きや
すい環境を整えていくことが必要となる。
　同社に在籍している２人の運行管理者はとも
にドライバー経験者で、大型免許を保持してい
る。そのため、治療などのために仕事を休まざ
るを得ないドライバーの代わりに乗務に就くこ
とで、フォローできる体制を整えている。また、
仕事面において決して無理をさせないようにす
るなど、治療中のドライバーへの配慮を重ねて
きたという。
　「日々の輸送を継続し、荷主企業の皆様から
信頼を獲得し続けていくためには、ドライバー
の皆さんの健康が何よりも大事だと考えていま
す。当社では、年２回の健康診断のほかに人間ドックの受診も積極的
に勧めるなど、高齢になっても健康で元気に働き続けることのできる
職場環境づくりに取り組んでいます」（鈴木社長）
　同社のドライバーは長距離輸送に就くことが多いということもあり、
同社ではドライバーに対して、休憩を適切に取り、無理のない運転を
徹底するよう指導を行っている。また、長距離輸送で疲れて帰ってき
たドライバーのために、社内に休憩室を設けているほか、マッサージ
チェアやシャワールームを完備している。
　ちなみに、同社では75歳まで継続勤務可能としている。同社の場合、
体力的な負担の大きい手積み・手卸し作業がほとんどないため、高齢
になっても比較的仕事を続けやすい環境にある。同社では60代のド
ライバーが元気に長距離輸送に就いているほか、70代のドライバーも
地場輸送で活躍を続けているという。
　さて、同社には社歴30年を誇るドライバーもいるなど、従業員の
定着率が比較的良い。高い定着率を維持する決め手のひとつとなって
いるのが、ドライバーの誕生日に鈴木社長が贈っているプレゼントで
ある。
　同社の事務所の一角には、靴下や下着、タオル、帽子、ネックウォー
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マーなど、様々な衣類が納められている棚がある。これらの衣類は全て、
鈴木社長が自ら洋品店で買い揃えている。衣類の多くには、カエルの
絵が付いている。これは、ドライバーが事故に遭わず、「無事に帰るよ
うに」という、鈴木社長の思いが込められている。
　鈴木社長はこれらの衣類をセットにして、誕生日を迎えたドライバー
に対して手渡す。鈴木社長はドライバー全員の体のサイズを把握して
おり、ドライバーにぴったりとフィットした衣類をプレゼントするこ
とができるのである。
　「誕生日のプレゼントでは、多くのドライバーが『社長が自分のため
に衣類を選んでくれた』と喜んでくれます。また、ここ数年は新型コ
ロナウイルス感染症の影響で開催できていませんが、忘年会の際には、
10年、20年、30年など勤続年数の長い従業員に対して、金一封の
他に生花をプレゼントするようにしています。さらに、作業服や手袋
など、業務の際に必要となるものについては制限なく支給するように
しています。作業着などが汚れたり破れたりした場合に、ドライバー
が新たに購入するとなると、ドライバーにとっては金銭的な負担が大
きくなります。ドライバーからは『いつでも清潔な服装で乗務するこ
とができる』と、おおむね好評です」（同）
　一方で、将来に向けて有望な戦力となるような人材を育成していく
ために、同社では若年層獲得への取り組みも進めている。２年前には、
同社に20代の新入社員が２人入社。大型免許を取得していない若手
ドライバーに対しては、会社が費用を全額負担して大型免許を取得さ
せるようにしている。
　同社の事故防止対策をみると、乗務の都合上ドライバー全員が一堂
に会する機会がないことから、ドライバー数人ずつを集めて少人数で
の指導を展開。特に、「荷崩れを防ぐため、適切な荷締めの徹底」と「前
車との車間距離の確保」を中心に指導を行っている。また、独自の「事
故防止マニュアル」を作成して社員教育に活用しているほか、マニュ
アルの内容をピックアップしてまとめた「安全カード」を全車両に常
備させている。
　さて、鈴木社長が運送業界に関わるきっかけは、昭和58年の鈴木
直幸氏との結婚だった。鈴木社長は学校を卒業後、姉の嫁ぎ先の魚屋
の手伝いや車のワイパーの製造工場での勤務、バスガイドなど様々な

仕事を経験。その後、既に同社を設立していた鈴木会長と結婚して子
どもたちの面倒を見ながら同社の経理業務などを行った。
　市原市に本社を移した後の平成８年からは、ラーメン店を営業して
いたこともあるという。お昼になると近隣からの来店客にラーメンを
作り、ラーメン店の仕事が落ち着く午後は同社の事務職員として勤務。
さらには、自らハンドルを握って荷物を運ぶこともあるなど、目まぐ
るしい毎日を送っていた。しかし、「その当時は、運送会社の仕事とラー
メン店の仕事と、毎日本当に忙しかったですが、とても充実した日々
だったと感じています」と、鈴木社長はその当時を振り返る。
　平成25年に創業者である鈴木直幸氏が会長に就任したのに伴い、
当時の専務取締役が社長に就任したが、それから５年ほど経って社長
が高齢となったことから、同社では後継社長を誰にするか検討に入っ
た。鈴木直幸氏と鈴木社長の間には、長男の紀博氏（現・専務取締役）
がいたが、当時紀博氏はまだ30代前半という若さであった。そのた
め、直幸氏は「社長になるにはまだ若すぎる」と懸念を示した。そこで、
同社での業務経験も豊富で、同社の経営状況を深く理解していた玉枝
氏に白羽の矢が立ち、平成30年に同社の社長に就任することとなった。
　社長就任から３年が経過し、今後に向けた思いを鈴木社長に伺った。
　「結婚してからしばらくは会長と二人三脚で懸命に社業に取り組んで
きましたが、今は息子や娘（鈴木美由希氏）が会社を盛り立てるべく
がんばっていますので、安心して子どもたちに会社を任せることがで
きています。現在37歳となった専務に対しては、協会での様々な活
動を通じて同業他社の方々ともっと交流を深めてもらい、社内にいる
だけでは得ることのできない業界の先輩方の貴重な経験を自分のもの
にしてほしいと願っているところです。また、当社で長年働いている
従業員の皆さんもしっかりと当社を支えてくれています。当社設立か
ら今年で42年を迎えましたが、ここまで来ることができたのも、長
年当社のために汗を流してくださった従業員の皆さんのおかげだと痛
感しています。コロナ禍に直面し、当社も輸送量の減少に悩まされて
います。しかしながら、経営者としてはこういう厳しい時だからこそ、
身を引き締めてお客様や当社の従業員に対応し、スムーズに次の社長
に経営を引き継ぐことのできるようにしていかなければならないと感
じています」（同）

　鈴木社長は、コロナ禍前までは鈴木会長や子どもたちととも

に、よく家族旅行に行っていた。思い出の旅行地は中国で、鈴

木会長の「超高層ホテルに泊まりたい」との希望を叶えるべく、

有名ホテルに宿泊したという。

　最近では休みになると、鈴木社長の娘であり、千葉県トラッ

ク協会女子部会にも所属する美由希氏と一緒に、東京ディズ

ニーリゾートに行ったりカラオケで歌ったりしている。二人は

いつも一緒で、「まるで『一卵性母子』のようですね」と、娘

の美由希氏は笑った。

企業プロフィール
有限会社養老陸運
代表取締役　鈴木　玉枝
本社　千葉県市原市能満1940-6
従業員　43人（ドライバー37人）
台数　41台

■特別な楽しみとなっていた「家族旅行」
　　　　　　　　どんな時でも「娘とはいつも一緒」

　重量物輸送を多く手がける同社で
は、荷崩れ防止のため、荷締めの徹底
を図っている

　誕生日を迎えたドライバーには、
鈴木社長から衣類をプレゼントし
ている

　同社のお母さん的存在である鈴
木社長。従業員みんなを笑顔にし
てくれるムードメーカーだ

鈴木直幸会長（写真右）と、旅先の
ベトナムで記念撮影
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